
プラごみ汚染、北極でも

≡氷に高鵬でこ莞一′壷ニ；

国際条約の

制定が決定

北極海でマイクロプラスチックの試料を採取する
研究チーム（JAMSTEC提供）

元
極
圏
は
世
界
で
最
も
人
口
密
度
が
低
い
地
域
の
一
つ
だ
が
、
暖
か
い
場
所
か
ら
流
れ
着
く
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
ご
み
は
、
容
赦
な
く
北
の
海
を
む
し
ば
ん
で
い
る
。
世
界
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
生
産
量
が
等
す
る

中
、
不
適
切
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
が
、
深
刻
な
海
洋
汚
警
も
た
ら
し
て
い
る
。
特
に
微
細
な
「
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
M
P
）
」
の
問
題
は
北
極
圏
で
も
顕
在
化
。
海
洋
生
物
の
健
康
を
脅
か
し
て
お
。
、
世

界
は
規
制
強
化
に
動
く
。

平
洋
側
に
は
年
間
1
8
0
億
個
の

M
P
が
流
入
し
て
い
る
と
推
定
さ

れ
る
。
海
氷
は
海
水
よ
り
高
濃
度

で
蓄
積
さ
れ
、
魚
や
微
生
物
、
ホ
ッ

キ
ョ
ク
グ
マ
な
ど
の
野
生
動
物
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

北
極
は
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上

◇
年
1
8
0
億
個
が
流
入

経
済
協
力
開
発
機
構
（
O
E
C

D
）
に
よ
る
と
、
2
0
1
9
年
の
世

界
の
プ
ラ
生
産
量
は
4
億
6
0
0

0
万
王
0
0
年
の
倍
以
上
に
増
え

た
。
廃
棄
量
も
年
間
3
億
5
3
0

0
万
㌔
に
上
り
、
新
た
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
5
0
年
に
は

重
さ
ベ
ー
ス
で
海
洋
中
の
プ
ラ
が

魚
の
量
を
上
回
る
試
算
も
あ
る
。

海
に
流
出
し
た
プ
ラ
は
、
波
に

洗
わ
れ
て
砕
け
る
な
ど
し
て
5
㍉

以
下
の
M
P
と
な
り
、
1
～
3
年

漂
っ
て
海
底
に
沈
む
と
さ
れ
る
。

自
然
界
で
は
分
解
さ
れ
ず
「
有
害

物
質
を
吸
著
し
や
す
い
た
め
、
食

物
連
鎖
を
通
じ
て
海
洋
生
物
に
蓄

積
。
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れる。北
極
圏
で
は
、
経
度
の
低
い
地

域
か
ら
海
流
や
大
気
で
運
ば
れ
た

M
P
が
海
氷
や
雪
か
ら
も
検
出
。

海
洋
研
究
開
発
機
構
（
J
A
M
S

T
E
C
）
に
よ
る
と
、
北
極
海
の
太

昇
な
ど
気
候
変
動
の
影
響
が
世
界

で
も
特
に
大
き
く
、
J
A
M
S
T

E
C
の
池
上
隆
仁
副
主
任
研
究
員

は
こ
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
「
既
に

（
温
暖
化
に
よ
る
）
環
境
ス
ト
レ

ス
を
強
く
受
け
て
お
り
、
少
な
い

量
で
も
（
M
P
に
よ
る
）
ダ
メ
ー

ジ
が
大
き
く
な
る
可
能
性
が
高

い
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

◇
北
極
海
特
化
の
対
策
を
一

プ
ラ
汚
染
、
を
食
い
止
め
よ
う
ノ

と
、
2
2
年
の
国
連
環
境
総
会
で
国
ノ

際
条
約
を
制
定
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
約
1
7
0
カ
国
が
参
加

し
、
今
年
1
1
～
1
2
月
の
韓
国
・
釜

山
で
の
会
合
で
合
意
を
目
指
す
。

焦
点
は
生
産
規
制
だ
。
欧
州
連
合

（
E
U
）
な
ど
は
、
世
界
壷
で

制
限
し
、
総
量
抑
制
を
訴
え
る

が
、
生
産
大
国
の
中
国
や
産
油
国

が
反
対
。
日
本
は
各
国
の
事
情
に

応
じ
た
対
策
を
主
張
す
る
。

池
上
氏
は
条
約
に
よ
る
規
制
を

歓
迎
。
海
洋
プ
ラ
の
減
少
や
北
極

研
究
の
前
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
一
方
で
北
極
海
に
つ

い
て
「
他
の
海
と
は
、
プ
ラ
の
動

き
も
生
態
系
の
気
候
変
動
に
対
す

る
反
応
も
違
う
」
と
指
摘
。
北
の

海
に
特
化
し
た
対
策
を
訴
え
る
。


